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1政 治 団体 の名 称 保岡興治東京後援会
一

鴨
■

2主 たる事務所の所在地'東 京 都 千代 田区麹 町2-5-4

第2押 田 ビル2階 、,

〆

3代 表 者 の 氏 名 岩元 章則 5

、 -

4会 計責任者の氏名 黒川 路子'

直●一

唱 燭葦

を

o
J

1会訓 繰越
も

[

検算 鰐 己 C　寸

1θ
燭
θ ②癌 ○
※該当箇所に[ヱ コすること5

政 治 団 体 の 区 分

、

口 政 党

口 政 党 の 支 部

口 政 治 資 金 団 体

口 政治資金規正法第18条 の2第
1項 の規定による政治団体

回 そ の 他 の 政 治 団 体

口 そ の他 の政治 団体の支部

活 動 区 域 の 区 分

全国(2都 導府県以上)

資金管理団体の指定の有無 国会議員 関係政 治団体 の区分,

資金管理団体'
の届出を した
者 の 氏 名

[=コ 有[Zコ 無

レ

公 職 の 種 類(現 ・候)

の 氏 名

公 職 の種類

□ 辮雛灘罎韻解講曲漂
[亘コ 政治資金規正法第19条 の7第1項第2号 に係る国会議員関係政治団体

聾'

公職の候補者 保 岡 興治

1」IIl■ 【lIl」II

団体 コー ド115101019;61119121010101110

前年繰越額 5,906,992円

事務担当者の氏名

電話番号

黒、』 鋳}

'

5

一。3一 痴gし5i【1
㌦ 羅 陳L誘政 観 ・候)

コ

ー 一 (※)資 金 管 理 団体 の指 定 の期 間 (※)国会議員鰍 制 颯こ関する特例の適用期間

1「＼
L 28805

「

受 付 『;2識1号

1講 麟 管糠 翼会事務局

平成 年 月 日 から

平成 年 月 日 まで

平成 年 月 日 か ら

平成 年 ・ 月 ㌔ 日 まで

※報告対象年の途中で資金管理団体の指定 ・取消しをした場合のみ記入のこと・ ※報告対象年の途中で国会議員関係政治団体に該当した揚合又は該当しなく

なった場合のみ記入のこと。 一

、

　 一一一

収擁1
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受 付, 審 査. 確 認 消 込
」

、熱 腿 !05710
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(その2)取 支 の 状 況 拷 一働 矧

1収 支の総括表

収 入 総 額 868盤992,,

(前 年 か ら の 繰 越 額) 5906992,,

(本 年 の 収 入 額) 暑,羅6,⑧ ⑧0

支 出 総 額 盤,斑8,537

翌 年 へ の 繰 越 額 656荏 難55,,

2収 入項目別金額の内訳

(1)個 人の負担する党費又は会費

金 額 0

員 数(党 費又は会費を納入した人の数)

(2)寄 附

ア 寄附(イ を除 く。)の 区分 金 額 備 考

(ア)個 人 か ら の 寄 附 0

(う ち 特 定 寄 附) ()

(イ)法 人そ の他 の団体 か らの寄附 0

(ウ)政 治 団 体 か ら の 寄 附 0

小 計(ア)+(イ)+(ウ) ◎

(寄附 の うち寄附 のあっせ んに よる もの) ◎

イ 政 党 匿 名 寄 附 0

合 計(ア+イ) 0
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(そ の3)

(3)機 関紙誌の発行その他の事業による収入

行番号 事 業 の 種 類 金 額 備 考

1 保岡興治新春の集い 2536000,,
平成27年2月5日 東京都港区 東京プ リンスホテル

2 東京後援会役員会 第1回 94,000 平成27年7月27日 東京都千代 田区 議員会館

3 東京後援会役員会 第2回 146,000 平成27年12月18日 東京都千代田区 議員会館

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

1

合 計 2,罧6,⑧00
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3支 出項 目別金額 の内訳

(1)支 出 の 総 括 表

項 目 金 額
備 考

本部又は支部に対して
供与した交付金に係る支出

1経 常 経 費

(1)人 件 費 0 0

(2)光 熱 水 費 0 0

(3)備 品 ・ 消 耗 品 費 0 0

(4)事 務 所 費 173,400 0

小 計 螺3灘00 0

2政 治 活 動 費

(1)組 織 活 動 費 33墾,艇6 0

(2)選 挙 関 係 費 0 0

(3)機 関紙誌の発行 その他 の事業費 16◎8'◎91,, 0

ア 機 関 紙 誌 の 発 行 事 業 費 0 0

イ 宣 伝 事 業 費 0 0

ウ 政治資金パーティー開催事業費 160809養,, 0

エ そ の 他 の 事 業 費 0 0

(4)調 査 研 究 費 0 0

(5)寄 附 ・ 交 付 金 0 0

(6)そ の 他 の 経 費 0 0

小 計 購9荏5,垂37 0

合 計 2,118,53霧
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(2)経 常経費(人 件 費 を除 く。)の 内訳 項 目 別 区 分 4.事 務所 費

行番号 支 出 の 目 的 金 額 年 月 日
支出を受けた者の氏名
(又は名称)

支出を受けた者の住所
(又は所在地) 備 考

1 宿泊代 27,000 H27/4/26 ㈲ ア ドヴァンス ラン ド鹿児島県奄美市名瀬入舟町9-1

2 宿泊代 11,400 H27/4/26 シルクイン鹿児島 鹿児 島市上之園町19-30

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

そ の 他 の 支 出 135,000

合 計 蘇3,4◎ ⑧
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(その15)

(3)政 治活動費の内訳 項 目 別 区 分
1.組 織活動費

組織対策費

行番号 支 出 の 目 的 金 額 年 月 日
支出を受けた者の氏名
(又は名称)

支出を受けた者の住所
(又は所在地) 備 考

1 飲食代 10,022 H27/1/16 神楽坂おいしんぼ 新 宿 区神 楽坂4-8

2 飲食代 36,630 H27/3/2 永山本店 台東 区上 野6-14-7-6F

3 飲食代 26,935 H27/4/6! チ ョン ソル ・ 港 区赤 坂2-13-8-102

4 飲食代 12,809 H27/6/5、 チ ョンソル 港 区赤 坂2-13-8-102

5 飲食代 13,600 H27/7/24 昔ぱな し 豊 島 区西 池袋1-37-166・7F

6 飲食代 17,500 H27/8/12 魚 八, 千代 田区麹町4-3

7 飲食代 60,000 H27/12/10 喜多八 奄 美市名瀬入 舟町18-30

8 飲食代 15,000 H27/12/11 魔女梨香 奄美市名瀬金久町7-6

9 飲食代 15,000 H27/12/12 なっか しゃ家 奄美市笠利町和野1397

10

11

12

13

14

15

そ の 他 の 支 出 129,550

合 計 337,046
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(3)政 治活動費の内訳 項 目 別 区 分
5.政 治資金パーテ ィー 開催事業費

保岡興治新春の集い

行番号 支 出 の 目 的 金 額 年 月 日
支出を受けた者の氏名
(又は名称)

支出を受けた者の住所
(又は所在地) 備 考

1 印刷代 112,928 H27/2/17 濱島印刷㈱ 鹿児 島市南栄3-1

2 会場費 1390000,,
H27/3/2 東京プ リンスホテル 港 区芝 公 園3-3-1

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

そ の 他 の 支 出 24,739

合 計 藍5鎌66羅
,,



'

1.,

◎ ⊃ °1【 エラーチエッ燗

(その15)

(3)政 治活動費の内訳 項 目 別 区 分
5.政 治資金パーテ ィー 開催事業費

東京後援会役員会 第1回

行番号 支 出 の 目 的 金 額 年 月 日
支出を受けた者の氏名
(又は名称)

支出を受けた者の住所
(又は所在地) 備 考

1 弁当代 39,600 H27/7/27 やんも 港 区南 青 山5-5-25-B1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

そ の 他 の 支 出 0

合 計
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(3)政 治活動費の内訳 項 目 別 区 分
5.政 治資金パーテ ィー 開催事業費

東京後援会役員会 第2回

行番号 支 出 の 目 的 金 額 年 月 日
支 出を受 けた者の氏名
(又は名称)

支出を受けた者の住所
(又は所在地) 備 考

1 弁当代 40,824 H27/12/18 金兵衛 渋 谷 区西 原3-1-7-2A

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

そ の 他 の 支 出 0

合 計 40,824
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資産等の総括表

産 等 の
A

状 ノ況
、` 【エラーチ ェック済 】

資 産 等 の 有 無

資 産 等 の 項 目 別 区 分 有 無 備 考

ア 土 地 口 口

イ 建 物 口 口

ウ 建物の所直を旦的上立」登地上権又盗土地の賃借権 口 図

工 取 径 の 価 額 杢1鎚 亙 」ヨ.豊 超 え 亙 動 産 口 回

オ
預 金(豊 通 預 金 及 び 当 座 預 金 を 除 《店)
2ζ 基 貯 金(豊 通 監 金 を 除 《 店)

口 回

カ 金 銭 信 託 口 口

キ 査 価 証 拳 口 団

ク 出 資.に よ 亙 権 利 口 回

ケ 貸付先ニ ヒの残直杢迦 互且豊超孟亙貸付金 口 凹

コ 文 払 並 並 た 金 額 杢1ΩΩ互 』丑盈 超 え 亙 敷 金 口 回

サ
取得の価額が100万 円を超える施設の利用に関する権 口 図

利

シ 値ム先ごとの残宜杢⊥ΩΩ互皿を超え亙慌入金 口 団
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添付書類(別 添のとおり)

1領 収書等の写し

2監 査意見書(政 党本部及び政治資金団体に限る。)

3政 治資金監査報告書(国 会議員関係政治団体に限る。)

この報 告書 は、政治 資金規正 法 に従 って作成 した ものであって、真 実 に相違 あ りませ ん。

政治 団体 の名 称

会計責任者の氏名

代 表 者 の 氏 名

保岡興治棄燕後援会

平成28年 5月27日

路景 編黒 ジll

(代表者については解散時のみ記入すること)

」ヒ》∠ 諮'1 紛 ∠霧
甥初4し 禦 馴 鐙



政治資金監査報告書

平成28年5月27日

代表灘 欝 殿
__人 鵜 孝 鍵
登 録 番 号 第52号

研修終了年月 日 平成20年12月17日

1 監査の概要

(1) 私 は、政治 資金規正法(以 下 「法」 とい う。)第19条 の13第1項 の規 定に基づ き、
脚

保岡興治東京後援会の平成27年 に係 る法第12条 第1項 に規定する収支報告書のすべ

9

ての期間を対象 として、当該収支報告書並びに当該収支報告書に係る会計帳簿、明細書、

領収書等、領収書等を徴 し難かった支出の明細書、振込明細書及び振込明細書に係る支出

r＼
目的書(支 出の目的が記載 された振込明細書の写 しを含む。以下同じ)に ついて、支出に

関する政治資金監査を行った。

(2) この政治資金監査は、法第19条 の13第2項 に定めるところにより政治資金適正化委

員会が定める 「政治資金監査に関する具体的な指針」(以 下 「政治資金監査マニュアル」

とい う。)に 基づ き行 った。

(3) 私の責任は、外部性を有する第三者 として、国会議員関係政治団体の会計責任者の作成

又は徴取 した収支報告書並びに当該収支報告書に係る会計帳簿、明細書、領収書等、領収

書等を徴 し難かった支出の明細書、振込明細書及び振込明細書に係る支出目的書について、

政治資金監査マニュアルに基づき政治資金監査を行った結果を報告することにある。

(4) この政治資金監査は、保岡興治東京後援会の主たる事務所において行った。

2 監査の結果

私が実施 した政治資金監査の結果は、以下のとお りである。

(1) 法第19条 の13第2項 第1号 に規定する事項について、会計帳簿、領収書等、振込明

細書及び振込明細書に係る支出目的書が保存 されていた。

なお、明細書及び領収書等を徴 し難かった支出の明細書を必要とす る支出はなく、明細

書及び領収書等を徴 し難かρ た支出の明細書は存在 しなかった。

' (2) 法第19条 の13第2項 第2号 に規定する事項にっいて、会計帳簿には、当該国会議員'、 ノ

関係政治団体に係るその年における支出の状況が記載 され、かっ、当該国会議員関係政治

団体の会計責任者が当該会計帳簿を備えていた。

(3) 法第19条 の13第2項 第3号 に規定する事項について、法第12条 第1項 に規定する
d 収支報告書は、会計帳簿、領収書等、振込明細書及び振込明細書に係 る支出 目的書に基づ

いて支出の状況が表示 されていた。

(4) 法第19条 の13第2項 第4号 に規定する事項にっいて、振込明細書に係 る支出目的書

は、会計帳簿に基づき記載されていた。また、領収書等を徴 し難かった支出の明細書は存

在 しなか った。

3 業務制限

保岡興治東京後援会 と私 との間には、法第19条 の13第5項 の規定に違反するする事実は

な い 。

また、保岡興治東京後援会と政治資金監査の業務を補助した使用人その他の従業者 との間に

おいて も、同様で ある。

以上

一

凶

し

一


